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点 が残 され て い る。 鈴 木 は1981年8月 長 崎 大 学 トカ ラ列 島 生 物 調 査 に参 加 し,口 之 島 ・中 ノ島

・宝 島 で ヤ モ リ類46頭 を 含 む トカ ゲ類67頭 を 採 集 し た 。 そ の うち ヤ モ リ以 外 で は,ア オ カナ ヘ

ビの♂ の 体 色 斑 紋 が 対 岸 の 奄美 大 島 の 個体 群 よ りもむ しろ 沖 縄 本 島 の 個 体 群 に類 似 す る こ と,

ヘ リグ ロ ヒ メ トカ ゲが 中 ノ島 か ら初 記 録 で あ る 他 は,特 に 注 目す べ き 点 は見 当 らな か った 。 ヤ

モ リ類 で は 口之 島産7頭 お よび 中 ノ島 産23頭 が ニ ホ ン ヤ モ リGekko japonicusで あ った が,本

土 や南 西諸 島 産 の 他 の 個体 群 とや や 異 な る特 徴 が 見 られ た。 す な わ ち,一 般 に大 型 でSVL60～

65mmに 達 し,体 背 面 は 一 様 な 頼 粒 状 細 鱗 が敷 石 状 に 分 布 し て重 らず,大 粒 の 細 鱗 は 数 が 極 め

て少 な くま ば らで,ほ とん ど存 在 しな い 個 体 も あ る 。 ま た尾 の 環 状溝 の 際 で 背 中 線 の 両 側 に配

列 す る1対 の大 粒 細鱗 は,尾 の 基 部 附 近 に お い て も全 く見 当 らな い 。 側 肛 突 起(cloacal spur)

は 大 き くて1個 。 第4趾 のscansorsや 前 肛孔(preanal pores)の 様 子 は ニホ ン ヤモ リと大

差 が な か った。 宝 島産 の16頭 は 日本 産Gekko属 の ヤ モ リ類 と幾 つ か の 点 で相 違 が 見 られ,ま

た外 国 産Gekko属 に も標 徴 が 同 じな 種 が 見 当 らな い。 す な わ ち,タ ワヤ モ リ同様 雌雄 共 に 前

肛 孔 もfemoral poresも 欠 くが,体 背 面 に は 敷 石 状 に並 ぶ顆 粒 状 細 鱗 の 間 に大 粒鱗 が 介在 す

る。 尾 環 鱗(caudal tubercles)は 尾 の 基 部 か ら数 列 の環 状 溝 に存 在 し て い る 。 側 肛 突 起 は 大

き くて1個 。SVLは65～68mmほ どに 達 し尾 長 は ほ ぼ 同 大 。 頭 部 腹 面 に は顕 著 な 暗 色斑 紋 が

散 在 し,上 唇 の 白 色縦 条 が め だ つ 。

12.カ ナヘビの発生段階2.孵 卵温度と発生段階 岡 俊樹(東 京学芸大・生物)

 Developmental processes in the lizard, Takydromus tachydromoides. 2. Effects of 

incubation temperatures on a series of developmental stages. Toshiki Oka

 カナ ヘ ビに お け る,産 卵 直 後 か ら孵 化 時 ま で の胚 の 形 態 変 化 に つ き先 に報 告 した が(岡,佐

々木,1975),今 回 は孵 卵温 度 を 一 定 に保 った時 の 発 生 経 過 の 観 察 を行 な った 。 孵 卵 温 度 は

25.0±0.5℃ な らび に29.5±0.5℃ の二 段 階 に 設 定 し,発 生 段 階 と し て はDufaure and Hubert

(1961)のLacerta viviparaの 結 果 を 使 用 した 。 産 卵 直 後 の卵 中 の胚 は体 節数15-16対 の 神 経

胚 に達 して お り,st.24-25に 相 当す る 。 孵 化 ま で に 要 す る 日数,即 ち 卵期 間 は,25℃ で は40.

25±0.5日,29.5℃ で は30.33±0.47日 で あ り,両 者 間 に 約10日 の 差 が 認 め られ た 。 また,両 温

度 下 にお け る胚 の死 亡 率 の 間 に は 有 意 の 差 は 認 め られ な か った。 な お,室 温(21.5-30.5℃,

平 均24.0±2.9℃)下 で の卵 期 間 は43.21±3.55日 で あ った(岡,1975)。 これ ら孵 卵 温 度 と卵

期 間 と の 関係 は,本 種 に お け る 石 原(1964)の 観 察 結 果 と 良 く 一致 す る。 孵 卵 日数 と各 発 生 段

階 との 間 に は,体 部 で の鱗 の分 化 が 進 行 中 のst.38ま で は,両 温 度 下 に お け る場 合 と も直 線 的

な 関 係 が 認 め られ た が,そ の 後 の 発 生 経 過 はL.viviparaに 比 べ て遅 い よ うで あ る。

13.温 度変化とカメレオンの生態 牧野 信司(日 本熱帯動植物研)

Some ecological observations on chameleons. Shinji Makino

 カ メレ オ ン科 に属 す る もの は約80種 知 られ,そ の 多 くは ア フ リカ とマ ダ カス カ ル に 産 し,少

数 が そ の 周 縁 地 域 と イン ド・セ イ ロ ン に分 布 し て い る。 この仲 間 は生 態 的 に興 味 あ る 習 性 を持

ち,体 色 変 化 は 良 く知 られ る が,顕 著 な の は 採 餌 行 動 で あ る。 この た め種 々 の実 験 が試 み られ

てい るが,そ の 人 工 飼 育 は 仲 々 む つ か しい 。 先 年,上 野 動 物 園 に於 てC.jacksoniの 雄 が2年


